
























 

研究目的 

 乳幼児健診は,直接個別乳幼児の異常発見・健康状態の把握と,間接的に乳幼

児の所属する集団の健康状態の把握とがあげられる。後者の目的には,その乳幼

児健診が比較可能でしかも統計的処理に耐える方法であることが必要であろう。

すなわち,乳幼児健診の方式が標準化され,信頼性がある範囲以内であることが

前提となる。しかし前者の個別乳幼児の健診にあたっては,必ずしも,その結呆

が,統計処理の可能となる方法によらなくても良いといえる。 


